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Using our fat emulsion which can be administered intravenously, we have studied 

on the fat metabolism through variations of serum protein, nitrogen balance and 

body weight of rabbits. 

Experiments were made in cases in which the fat emulsion alone was administ-

ered, that with a combination of methionine and that with a combination of 

methionine as well as riboflavin. 
Electrophoretic analysis and fractionation of serum proteins were carried out 

with Ziselius apparatus using Schlieren-diagonal method. Nitrogen determinatiops 

were an done by the micro-Kjeldahl method. 

The results obtained were as follows : 

I. Soon after the single administration of fat emulsion alone, albumin十αglobulin

increased, followed by β－globulin. In such cases the increase of β－globulin was 
remarkably accelerated by the administration with a combination of methionine. 

2. In cases of repeated administration of fat emulsion during. a long period such 

as three consecutive weeks or more,_. the increase of β－andγ－gloむulinas well as total 
protein was observed. However, in cases of that with a combination of methionine 

the increase of β－globulin was temporary, returning to the original value soon, while 

no conspicuous increase of ry-globulin was observed. 

3. In cases of the administration of fat emulsion alone to rabbits bred with a low 

protein or low calorie ration, the increase, of β－andγ－globulin was obser¥red, and the 

favorable effect of utilization of admitllistered fat emulsion was not recognized 

through body weight and nitrogen )>alance. 
4. In such cases the comparative effect was observed in nitrogen bal注ncedue to 

the prevehtion of increase of かandry-globulin with simultaneo唱 administrationof 
methionine, but no remarkable effect for prevention of body wet吉htloss was obse-

rved. 
5. In such cases of that with a combination of methionine as well as riboflavin, 
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favorable effect on nitrogen balance and ・prevention of body weight "loss was observed 

without any fraction of serum protein. 

From above-mentioned results, it has been revealed that the metabolism of fat 

er前ilsionadministered intravenously has two steps, namely, in the first step, 

methionine accelerates metabolism as well as prevents the abnormality of serum 

protein when it is administered repeatedly during a long period; and in the second 

step, the effect for nutrition of fat emulsion is fully favorable w~en it is administ-

ered with methionine and riboflavin simultaneously for cases of low protein or low 

calorie ration, and the clinical effect for nutrition of fat emulsion can be thoroughly 

expected. 
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第1章緒 言

経静脈性栄養補給剤としての含水炭素，アミノ酸，

＂（／ イタミン，その他塩類等に関しては従来幾多の研究

報告があるが，栄養剤中最大のカロリー源である脂肪

のそれに関する研究は甚だ少い．

主島々 の教室に於ては， 1949年独自の方法で，静脈内

底入の可能な脂肪乳剤の作製に成功した．

ところで我が国に於ても，既に静脈内注入の可能な

脂肪剤として，山川等のYanolがあるが，我々の分析

結果によれば，内容としての中性脂肪は極めて少し

またその後発売された2,3の脂肪製剤jにしてもYanai

問機木質的な脂肪栄養剤としての性質に乏しいのであ

る．

第二次世界大戦後米国に於ても， McKibbin, Sha-

firoff, Murray等が我々と殆ど時を同じくして腸肪乳

剤lを作製し，これを経静脈性ヒ注入じて栄養学的に著
効を奏すると報告し， Gorensも亦臨床的に用いて，体

重減少の防止，窒素平衡の陽性維持に有効であること，

叉Mooreは手術時に使用しても有効なことを報告して

いる．併し注入脂肪の体肉代謝過Ni二沿い、ての系統的

研究は充分に行われて厨らず，殊に血m蛋白， itt中蛋

次

静注の場合

第5章減食飼育時の実験成績並に考按

第1節生理的食塩水静注の場合（対照群）

第2節脂肪乳剤静注の場合

第3節脂肪乳剤とMethionineの混合静注の場合

第4節脂肪乳剤， MethionineとRiboflavinの混

合静注の場合

第6章総括並に考按

第7章結論

自分層の動態に就いての研究は未だどこにも発表を見

ない現状である．

1937年Ziseliusは電気泳動法によって， .Ifrr清蛋白は

Albumin, o.-. ~－及び γ－Globulin の分屑から成ること

を明かにしたが，その後血清脂質も電気泳説法による

蛋自分屑中に見出されるに至った．更に1950年には

Oncley, Gofman等がLipo proteinに関する詐細な研

究を行い．その結果今日では一般に血清脂質は主とし

てトGlob.中に，一部≪－Glob.中にLipoprofeinの形

で存在することが認められるに至った．

私は我々の作製した脂肪乳剤を静脈内に注入し，主

としてこの電気泳動法により血清蛋白の動態を検索す：

ると共に，窒素平衡の測定，並にその他2,3の観察を

併せ行って，注入脂肪の代謝，利用状態，栄養学的数！

栄，その他陣碍の有無等に就いて蛋白代謝の面がら伺

った．

第2章実験材料並に実験方法

1.脂肪乳剤

木実験に使用した脂肪乳剤は肝泊が原料で， 15～20

%の脂肪と，その他に 4%の絡萄~IUな含有しているが，

含有脂肪体の化学的成分は85.5%の中＇t't脂肪， 7.9'f6の2

·~ 
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脂肪殿，＆び6.4%のLecithineでんる．

実験に当ゥてlj、，4%詣萄糖液を以て15%11旨肪乳斉IJ

となるように脂肪含有量を補正した．

脂肪乳剤の使用量は，白木人成人の1日平均脂肪度

成量である毎厄0.5gから算出し， aその 1回i':t＂入に 際し

ては，それに相当する15%脂肪乳斉I]毎ぼ3.3ccを使用

基準量とし，叉長期間の反復使用に際しては， そのほ

ぼ半量に当る15%脂肪乳剤毎庖］.5ccを使用基準査と

し，適宜量を加減して，家兎の耳静脈内に注入した．

2.実験動物

実験動物として総ーて2.0～2.3kgの白色箆成熟家兎を

用いたが，それは長期間に百る反復静注に適すること，

血清重量白電気泳動分析に必要量の採血が可能であるこ

と等の筏術的利点の他に，草食動物である家兎では，

脂妨注入による生物学的反応が，他の肉食動物1等に較

べて，よ り明白であろうと思考したからでJらる．殊に

窒素平衡の測定に際しては雄性のみを選び，可及的栄

養状態の均一なものを使用した．

3.家兎飼育；去

家兎の体主主，lirii管総蛋白金及び同蛋白分屑等の値は，

家兎の栄護状態と密接な関耳障性を有することはいう迄

もない．従って共生事の｛直に対する脂妨乳剤の影響を検

討する際には，飼育時の食容の質並に量が非常に重大

な問題となる．従って飼料成分の均ーを計るため，予

め型車を主成分とする飼料による予備実験を行い，次の

標準食を定めた．即ち怒80g，野菜（主として大根葉）

150g, ＆び7f'cIOOccを混じたものを標準食1日量とし

た．その内蛋白質は実測により 12.3gを含有し，総カ

ロリーは凡そ248calである．以上の標準食によって家

兎を4週間以上に亘って飼育し，その窒素平衡を保ち，

体重もほぼ一定に保持し得ることを確めた．

総τ家兎による実験は，予め7日間以上標準食で飼
育し，体震のほ日一広するのを待って，標準食飼育下，

或は又一定減食飼育ドで行った．

窒素平衡の測定に際しては，自家考案による飼育箱

を作製し，各々突験iJiiJ物毎に尿，尿を別々に採取し得

て，而も飼育箱の側面に設けた投与口より与えること

により，尿，尿への混入を防止しつつ飼育した．

4.採血並に血清採取

.nt清蛋自に及l；・・j.J支持並に機嫌，）j;診縛；t,:・ 可及的ー

’パ：に［ゃった心に，採血ば古［！日飼料技与の2411~.f 間後に

施行した．叉長期関連日静注実験に際し， その艶血中

の採.nt検査には特に留Zまし，前日注射とほぼ同時刻jに
飼料を与え，その24時間後に採庇を施行するという様

に，食Z耳投与，注射］立u:w.ntとの時間的関係には厳君主

なi生意を払った．

血清の採取は採血後lirii鰐の一部が分離するのを待っ

て氷室内に6～12時間保存した後， 1分間3,000廻転，

20～30分遠沈を行い分間世採取した．

5.血清蛋自の；J!IJJE法

血清総蛋白量の測定には目立製蛋白屈折計を用い，

必要に応じて micro-Kjeldahl法をも併用した．叉血

潜蛋白分屑の測定には専ら電気泳動法により，目立製

HT A型 Ziselius電気泳動装置を使用した．

6.電気，永動諸条件

止清蛋白質0電気泳ID'IJ分析：こ際しては，試料蛋白波

！主，氷室内透析時間，緩衡液の積債，並にその pH及

びイオン強度，そのf11J},k勤時間，泳勤時の温度等の諸

条件によって，間一民！i管を試料主した場合にでも，

Patternの形状並にその測定値に変動を来たすが，こ

の事実は既に Armstrong等の行った詳祖な突験成績

からも容易に予想されるところで、ある．従って此等の

諸条件の決定には穏々の考慮を弘った．

即ち緩衡液としては，我が国で、はVeronal緩衡液のいF

代りに広く燐酸緩衡液が使用されて居り，最も普通・ti・・.
のある ll中に；－.f/SNa2HPO,163.Scc 及じ~I/5'.'\aH~

P0110ccを含有し， pH8.03，イオン強度0.1のものを

使用した．

斯る緩衡液を用いてまず1iri.清を稀釈し，同一緩衡液

を外液として氷室内℃24～481守間透析を行った．透析

膜としては，セロファン紙が最も均一なものが得易れ

その大日本セロファン製350番セロファン紙が最も適

することを認めたので，専らとれを使用した．斯る透

析条件でに，透析前の蛋白濃度を1.2～1.Bg/dlに稀釈す

れば，透析後の蛋白濃皮を 1.0～1.5g/dlとなして泳到

することが出来た．

泳動に際しては総て長脚セノレを使用した．泳勤時の

恒温1曹の温度は常に2～4。Cに保ちつつ，200～210v,
10～16mAの直流電流を用いて泳動した，以上の諸条

件下で， 各成分峰が充分に分離するに要する時間は1

時間10分乃至1時間30分であり，通常 1時間20分の泳

動を行L、，diagonalsli tの傾斜角度は一定にせずに，

その n1rnr力l!ihr~ して乾阪一l二にb表彰 Ltこ．

fぷ拶しずこ Pattern＇＇）函 h'Uilめ1＇.は総』ぐ十行 1却を用い，

lmm包桝方眼紙上に約Sf宵に拡大しその回数を算え
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第 1表 世］！ 'i;i・ 家兎血病室i白fι 気泳動像

I T.P. I A/k・ I o:－~~ob. I ~－G~oh. I I'すb I 
g/dl I I I 

o:-Glob.怖い49 I 59.5 I 9.6 I 15.8 I 15.1 I 
する例20例 I (s.1～7.1) 1(48.0～66刷 （7.8～13.6)(12.3～21.6 lllJ.0～26.ηl 

o:-Glob. の分離 1 6.37 I 6日.7 ! 15.s I 15.5 I 

しない伊145例｜（丘2～7.55lI (57.l～76.3) 1(9.6～22.'ill 11.2～33.31 

ることによった．斯る面積測定法は Planimeterによ

るソJ法，或は司王量法に比較して，労力を強うる点では

不利である，，：，その測定誤差の多江よりすれば，遥か

に好結果が得られたe

7. 聖母素平衡の；l!IJ：定法

同家考案の採炭飼育ねによって尿， ！＊を別1＠に採取

し， 24時間， r-x，は48時間尿に就いて，叉10日間尿に就
いてうた々micro-Kjeldahl＇／＿さに．よってその含右窒素；置

を測定した．原は事長耳育、後 60～70。Cに規正された松嶋
骨量仁f'・.:10日以Jニ乾燥を行い，細粉となしf二手軽，その含

有窒素量を測定1..J.:.

3.86 I o.臼凶 0.98

I 1.01 I o.卯

Alb. 
g/dl 

4.37 

第3章健常家兎の血清蛋白電気涜動1象

体貫2.0～2.3kgの成熟した未処置健常家兎65例の血

清に就いて電気泳動を行ったが，その内o.-Glob.の分

離する例は， 20例（全体の30.8%）であり， o:-Glob.

の分離しない例は45例（全体の69.2%）で‘らった．よ

って業等を2大別して，その総蛋白量及び蛋白分屑値

の平均値並に最大最小値とを第 1表に示す．

第4寧標準宣飼育時の実験成績並に考接

第 2表

脱肋乳剤単独移n:設に｛也楽品との併用混合静注を行
脂肪字t卸j待抵 3.3cc静 n

同七 A~~ サb. I ~？~： I 
：~Hft~＼o ！~ I ：：~ I ~！：~ -, ~~：~ I 
~~~＂＂－~：~：！＿~：： :: I ::: I 
tt 身J 白；iI 6.0 I 66.9 I 17.o 
ti：身H変 1昨寺H司I 6.3 I 69.s I 15. 2 

：：射J後斗13札－；己 ；；：； ！ ； ： ： 
；；；刻f炎身

白IiI 6.2 I 72.3 I 16.2 
t主射t愛 12tf寺!IllI 6.45 I 7 4.o I 15.2 

f主身J 白；iI 6.3 I 71.2 I 17.o 
ti：身.；~まt 2411寺liilI (i.6 I 65.o I 22.3 

注射前I 5.75 I 72.5 I 
性舟j後 48 ~ 1寺 li\J I 6.o I 6M  I 

-f:.:tム

一

2

6

－

2

．7
一

1

1

－
 

日
一U
J
E
Lト
「
「

;-Glob. I -. ' 
-;o I 

15.o I 

12.4 I 

Alb. <>:-Glob. I 

3.26 

4.03 
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い， そのー回注入に際しては，血清の総蛋白査，電気

泳j]jiJによる Pattern及び蛋白分屑値に就いて検討し，

射に長期間反復注入実験に際しては，業等に加うるに

外見Jニの所見，~び体重の変動をも併せ検討した．

第1節脂肪享L剤 1回静注の場合
問一家氾：こ就いて，電気泳動に要する 1凹Beeの係

止を頻固に行λば，それのみで.ll't済総蛋白最，ひいては

蛋自分屑値に変動を来たすことは想像に難くない，従

って同一家兎に就いて逐時的に採血することを避け，

予め標準食で‘飼育して体震が一定するのを待ってfえ

先ず第1回目の採血をして，電気泳動分析を行い，次

いで1週間後に可及的少量（約O.Sce）の第2回目の採

血を行い，そのJi¥Ji1Hこ就いて総蛋白量を測定し，それ

ぞれ各家足の注射前値とした．この第 2回目の採血

に引続き脂肪乳剤毎託3.3ccを部省：L，それぞれ別伺

の家程より10,30分， 1,3, 6, 12, 24, 48, 72時間後に

採血し， E主活総蛋白量と同蛋自分屑値を測定して，徐

々t:t射前後の値を比較検討した．
.!ti管総蛋白量（第2表）． 注入後何れの時間にれて

もt曽加し，殊に10分後に最も著明で，時間の経過と共

に，漸次減少する傾向が認められた．

Pattern.脂肪乳剤の注入によりて，各峰の大いさに

変動はあっても，その形状に具常を来たすことは無く，

叉別個の峰の出現をも認めない．注入前既にAlb.とχ

【 Glob.とが分離する例l土9例中2例あり，注入後も依

然同一家兎の2WUのみが分離像を示した．叉その分離

｛象がu＝入によって特に明瞭になるという所見も認め得
なかった．

血清蛋白分屑｛直（第2表）. Alb. +<>-Glob. t土注入

後IO分で甚しく属加し，その後30分から121王寺聞に亘る

聞は，その噌力日程度が漸次減少する傾向が認められる

が，その聞は何れも注入前の値より高値を持続した．特

に！：］：目すべきは， 12時間後と24時間後とで分屑像が会

く一変するとふう事実で，24時間後ではAlb.+iX-Glob. 

は注射前値より却って減少し，それに＆：.してトGolb.

が著明に趨加した．

而してこのトGlob.のI曽監は48～72時間後に3'-るま

で持キ定しているのである．

小指並！こ考按

静脈内（－：：＿）＼：入された脂肪乳剤は，i':l入初期には勿論

それ自身rut巾に遊離して係環するので：・.t，ろ うか，注入
後10｝）＇にして既にAlb.+IX-Glob.の著しいi首力n,:c’みる
ことより，汁入脂肪は同にAlb.+iX-Glob.と結合し

て血中を循環するものと考えられる．而もヌーGlob.は

脂肪注入後と雄も0り裂：i)iiJ-:'c示さない点からみれば，

注入後少く共12時間以内に於けるAlb.+"'Glob.の斯

る変動1土，主として Alb.0_>21::Ji1Jに基くものと思われ

る．斯くして注入後12時間に至る間，漸次 Alb.+iX-

Glob.が培加する事突は，血清蛋白に結合する脂肪の

性質が次第lこ変化し来ったととを意味するものと考え

さ．るを得ない．

換言すれば，家m.，に性入主れた脂肪の体内代謝過線
It，電気叫’・d'J分析的：こみて 2つの段階に分けることが

出来るであろう.ll!Dち在住入脂肪は一先ずAlb.+"'-Glob. 

に結合する自ijffeJ!:~首の胞質へと体内で代謝変化を受け

るものであり，この2つの段階を経て後，注入脂肪f本

は生体組織内へ移行し，利用されるものと思われる．

以上呪｝矧1iitj:銃後の実験成績の軍部1に際してい何等
矛盾合感立ず，充分適用され得るのである．

第2節脂肪享L宵j長期間反復静注の場合

WJ手に教室の麻田は組織顕微化学的検索を行い，そ
の結果毎庖1.65cc3週間反復注入を行っても，著明な

反応的病変を認めなかったと報告している点にかんが

ふ，彩、は長期間反復静注ー時の 1日1回注入基準量を家

兎毎厄1.Sccと＇，i：！め，連日 5週間，隔日 3週間，並に毎

砥J.Occの連日 3)1,'.ij「If].j各ノご反復静i生実験を行った．

1.脂肪乳剤毎底1.5cc連日 5週間反復静注実験

外見と所見.21号家兎のみ4週以降に皮下服紡織の

減返を認めたが，その他は何等異常所見を認めなかっ

Tこ．

体震の変動．前記の21号家兎のみが4週以降に於て

体煮の減少が目立ったが，他の例では全期間を通じて

8%以内の!li1J溜で，l憾にJ曽加又は減少する傾向は認め

なかった．

丘rj湾総蛋白盆（第3表）.3例共週を追って溜加し，

3～4週でほ Y最高値を示したが，21号家兎のみは， そ

の後に於ても倫増加を示した．

Pattern.注射開始前に:x-Glob.の分離しない例は3

例中2例であるが，開始1週以降で・は全例に分離像が

認められた．

.Dil清蛋自分屑値（第3表）.Alb.はα－Glob.の分間在

？を，週を追って百分率に於て減少するが，総蛋自重の

増加のため，総量（g/dl）で、は俺少の減少にとどまっ

た．他方 IX-Glob.は2-1迎と漸次増加し 4～s；町発
には最高｛if［ ~L示したa !.j日二 r1-GJob.,·l~JliiJは（りf-JI雪中

j誌も大きく， 2～3越と，t心配こ増加してほ Y最高値に近
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21号家兎注射前｜

1 週間後｜

2週間後 1

3 週間後 1

4 週間後

5 週間後

中止後1週間

中止後3週間

郡家兎注射前｜ 5.9 

1 週間後｜

2 週間後｜

3 週間後｜

4 旭川後 1

5 遡 l間後 l

第 3表 脂肪乳剤符延］.Sec連日 5週間静注

T.P. I Alb. I " Glob. ／トGlob./ y-Glob. / Alb. I .x-Glob. I十Glob./ y-Glob. 
g i<li I % I % I % I % ! g/ di I g/dl I g/dl I g/dl 
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くなり， 4～5週では更に健か乍ら増加する傾向にとど

まった．併し21号家厄では最も変動が著しくて， 1.Q4

g/dl→ 2.05g/dl と 2f音量にも達した．又 y-Glob.は~－

Glob.の場加にやや遅れて増加する傾向があり， 2週

以降何れも高値を示した．

注射中11・後は，各分屑｛直は何れも注射前の値に復局

する傾向を示したが， Alb.の増加， Glob.就中 C<-,

~－Glob. の減少が目立ち， 3週後にはほ r注射前値に

復帰した．ただ；－Glob.のみ汁射前値に復帰する傾向

が弱い．併しこれも3週後：こは21号家兎を除いス，他

はほY注射前値に復帰した．

2. 脂肪筑1f!J毎砥1.5~ 隔日，及び毎底 1.0~c 連日

反復静注実験

注射同数を半減し，また注射量を毎庖l,Occに減量

して連日／］ )J.J，げi'.＂～れぞれ 3週間］’｝岐復[il~.J後の

r&h'iを比較検討しfこ．

何れの場合も外見t呉；活：!Ji見は無く，体ルJ ノ 5}~'1iiJ （土
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8%以内て，特にi曽減の傾向は認めなかった．

Pattern.注射開始前にはーGlob.が分離しない例は

4例中2例であるが， 3週間後には何れの例もその分

離像を示した．

血清総蛋白主主主に蛋白分屑値（第4表）．毎J迂1.Scc

連日静注例と同様の変動傾向を示すが，ただその程度

がより程度にと Yまる<tj;i')と知った．

b!nち以上3群の血清総蛋白量並に蛋白分屑値の変動
の大小をみると，毎l缶I.Sec連日注射群が最大で，毎

氾1.Scc隔日注射群がそれに次ぎ，毎庖1.0cc連日注射

群が長小である．

3.脂肪手L剤再注射実験－ l'-Glob.の増加は抗体

重量生を意味するか？

以上の様に， 3週間以上に頁って間紡乳剤の静注を

繰kすと， l-G!ob.の噌加を必発する，J：，これは我々

わ fv•ITJ ;-る脂肪乳剤か，家山、二刈して抗1l.M：ーな有する

ために，＜，＇!f1tf本店主l三にrj3:IE ）－るものかどうかを ~~1-=-
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確：う乙ために，次の検索を試みた．

上記の3週間以七に買る脂肪乳剤l反程静D＇例に就い
て，注射中止1～ 2週後に採血と同時に，従来｛主人し

来ったと同一量の脂肪乳剤を再注射し，その6時間後

に再び採血して，両者の血清を電気泳動し，各々蛋白

分屑｛直に就いて比較検討した．（第5表）

再注射 6時間後は，何れも総蛋白量は減少し， 7例子

均してO.SOg/dlの減少を示した．叉再注射前後の蛋自

分屑｛直の百λ）主与を比駁すると何れも俺少の変動に過ぎ

ない．若し γGlob.が脂肪手L斉IJに対する抗体を含有す

るものならば，再注射によって相当査の減少が示主れ

でもよい答である．併しγGlob.の減少は，トGlob.

の減少と問機に何れも僅少であれ共等は寧ろ脂肪乳

剤の1主入による一過性のAlb.の増加に由来する相対

的なGlob.の減少を示すものと考えることが出来る．

以と再注射を行い，；－Glob.の特異な減少を全く認

めることが出来なかった実験結束力J九 長期間脂肪乳

到l注入による J-Glob.υ培註は，脂ilh手L剤の抗体産生

に），~ くものとは理解し難く，他に原因の存在すること

が王理解される．

小括並に考按

以上の長時間情肪手l剤を静注した際の実験成績合tJ、

括すると，

1) 脂肪乳剤は毎厄］.Sec5週間連日静注を行って

も，家兎の外見上所見には異常が無く，体電の変動も

8 %1J-J'J：二とどまJ >/ ~ .ただ1例は例外的，即ち5週

間連日静注に際して，最後の週にr~＇呪 ...；減’九及び皮

下関肪織の減退を誌、うた．

2) J(r：街蛋白分屑値の変動は~－Glob. の増加泊必も

著閉であり， Jιーのね度は毎疋1.5cc連日， mii11.Scc隔

日，次いで毎厄 l.Occ連日静泊三群のl順位に小となり，

~－Glob. の堵責f（土ほ入 3 ～ 4 週で最高値にJf L，注射

中止2～3週後でほ Y注射前値に復帰した．

3) :-Glob.は戸 Glob.の培堆，：：長時間狩枕する場

合に，トGlob.のI首せにや L遅れてt首加L，又注射中

Jl：後もγGlob.はFGlob.の減少に遅れて減少L，中

.tl：後3週間守主 Y注射両i）値に復帰した．また高値を示

す γ－Glob.は再t卜射を行っても特泉の減少を示さなか

->fニ．

'1) <X-Glob.降の分勝しない例も，脂肪手L剤の注入

に依って分間E像を示した．而も分間監したは－Glob.（土，

4週以降に於いて摺加の傾向を示した．

5) Alb.はlGlob.の属加に従って百分ι令Cは著減

L, A/G比は1以下にも達する．併し総量（g/dl)で

は僅少の減少にとどまった．

6) 総蛋白設は.Glob.の場加に伴って摺加した．

7) 此主宰の変動ほ毎庖1.Scc連日，毎庖1.Scc隔日，

次いで毎妊l.Occ連日静住群の順位に小となった．

以ヒの様に，長期間？旨肪乳剤lの注入を行うと， .rt中
にfj-Glob.のt曽量点t認められるのは，注入脂肪の処理

が充分且つ池かに行われず，ために辿かに注入脂肪体

が組織細胞へ移行して利用されずに， ffr謂第2段F皆の
脂質として，永〈血中に蕃積されるこ とによるものと

解される．この様な~－Glob. の高値が持続すると，ひ

いては〕－Glob.の増量を紹くが，これは以との実験ヰ

績からも明かな様に，抗体の産生によるものとは解し

難い寧ろ/j：入問肪の体内処迎泊料が，迅速且つ充分

に行われず，ために注入明日右体iJ.永く具物として，網

内系主財包を刺戦する結果としてt再来された現象と考え

るべきであろう．叉更に後記する様に， Methionint等

の併用により，注入脂肪体の体内処理過程を円滑にす

ると，決して 1-Glob.の増加が認められない点からみ

ても，斯る考えの妥当性が示唆されるものである．

叉長期間役入によって体、震の減少を来たした21-J号家

兎に於て，~－＆.び γGlob. のi曽加が特に著日月で、あった

若干突から考えても，~－Glob. の上醤加，並にそれに伴う

J-Glob.の噌加(t，脂肪処理過科♂川、令，並にそれに

よる障碍稼度を示す指標になり得るものであろう．

向Alb.は百分率で箸滅するが，総量（g/dl）ではi篭

少の減少にと rまっている．従って Alb.が主として

肝臓で産生されるという一般紙念からFれば，斯る長

期間反復注入I侍と雄も，肝機能障碍を招く恐れはまず

無いものと考えてよいであらに

第3節脂肪手L剤と Methionineの混合1

国静注の場合

1951年 AlanがLipotropicsubstanc告の意義に就い

て提唱し仁，；）＇.， それ以来今日では Methionineに著明

な Upotrop'cactionの存在することが，一般に承認

せられている．従ってu、はこの Methionineを併用し
さえすれば，草食動物て司ある家兎と雄も，その脂肪処

理能が著しく改善され得る ものではなかろうかと推察

し，木実験を試みるとれに，1酋またMethionin巴の作

用機転を蛋白代謝の菌から再検討Lf二．

Mthionineとして（土武田製メルチオニン（1-'vfethio・

nine）を使用し，その伎’用金は泊三入脂肪乳剤量に1,1:;：じ

て適宜加減したが，目白肪乳剤 leeに対して5mg（メル
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第 6 表 脂肪乳育日 毎延 3.3cc "t ill:合M
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7.3 
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チオニン O.lccに当る）を茶準量としたー実験方法は

第一節で述べたと同様の方法によったe

1.脂肪手L剤毎if;3.3ccとMethionine毎底 16.5

mg・ 混合静注

血清総、蛋白量（第6表）．注入後のl尋問の推移とその

場減との聞には，特別な関係は認め得なかった．

Pattern（第7表，！寄真表）."Glob.降に特異な所見

が認められた．即ち注射前：こwt：二e<-G!ob.の分離する

ものはり例中1例であるが，注射後は5例にその分離

像を認め，而も注射後10｝＇；より 1時間に三五る聞では，

特にその明際な分離似合悩めることん・Ii＼米fニ．

fili骨蛋白分屑値（第6表）. Alb.+ e<-G!ob.の値（jjci'_

射後72時間に至る間，その何れの涛期でも， r'i分半で

程度の減少を示したa 注射前既に＂~Glob. が分離して

いた例計士，注射後1時間で e<-G!ob.は著増 (10.1→

17.6%）を示した．叉~－Glob. は注射 305'1 ～ 11時間後，

並に12時間以降に於て，＇ r'i分ot＇さも亦総長（ g/dl）一：：・
も増加するのが認められた．併し）－Glob.は何等特有
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72.1 
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70.6 
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48.9 i 
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17.5 

223 

K
U
 
1
1
1
1
1｝
l
I
l
l
i－
－

 

－

一
戸、υ

一

Q
H

一
マ
d

A

吐

句

4

一
ワ
白

K
り

－

J
 

Q
d

一ペ“－

Q
d

－

t

i

l

l
－

－

 

4.72 

3.99 

4.07 

3.74 

22.5 

19.5 

1.48 

注射町 前 I 7.o 
位以後 1時間｜ 7.0 

注射前I 6.55 
注射後 3時間｜ 5.6 

法射的 I 5.6 
注射後 6時間｜ 5.3 

注射前I 6.3 
注射後 12時間 I 6.4 

法則前I 6.6 

注射後 24時nn1 7.3 

7仁射出jI 6.5 
注射後 48時rm1 6.6 1 66.3 

注射前： 6.55 ' 

注射後 72時間 ' 6.8 ! 

1.42 

16.6 

15.1 

1.03 4.45 

4.37 1.00 

14.6 0.95 4.70 

4.73 0.88 13.0 

第 7表 αGlobulin Ji(f:の分離

I I 11 時： 3r侍16 時~12 
附 i附0分lm1 I問＼1司 1:n ¥ i:n ［附｜f 司

注射前｜一｜一 1十｜一｜一！一 l一！一｜一

注身；後 i朴｜件｜件！一 I-1 +I十l一｜一
* e<-Glob.が＼lb.との11日に干干をJf:ir戊LllJiil（手に守離
するもの．

十 e<-Glob.が Alb. r!i'f: ，勺似－~＇f変什によづて守離の

卵jIJjJするも I乃．

- .o.-Glob.が Alb. 111］＇－に合まれ分縦f~~·乃ないもの．

の指減を示さない．

2. 4%葡萄糖毎底3.3~c と Met!-.ioninc毎隠 16.5

mg・ の混合静注

次に！！日目）J乳剤を除いた同一並－：－.：：’ii入 L,i二l一刻？を3.6, 

12, 24時間の4例に就L、て，それぞれiH！前後の笥気

泳部j像を比較／検討した．

Patkrn （第81空， f写真表）. 3r時間後り例一：χ－Glob.

の分間在（札J：消失し， 12,2-1i11i間約の両例で昨Glob.の
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写薫表 1 脂肪宇0甲j及び Methionine 混合古手法后の血清~白m気泳動保

注射前

ニJlムーυ
 
~：.JL.人～ I(~二j~

~~J.」
んJu.～～

三JU¥_N・1：：＿＿）~

/tb~J」 生JU'尚一
町二J山~~~

ω〕」U

10 分

30 分

1時間

3 時II~

6時間

12時mi

24時間

帰J三Jl~九日一川）」48時no
七ム－ ~~LI'-間n司

以上脂肪乳斉I]Methionine 

を混合静注した際、の所見を

逐時的に小括すると，注入

後10分でct-Glob.峰が分醸

し， 30分後にはその分離像

が甚だ著明となり，同時に

~－Glob. が増加し始め，史、

に 1時間後には， αー及び

~－Glob. の何れも著唱を示

し， 3時間後には，最早o:-

Glob. は分離せず，~－Glob.

もほ Y注射前値に復する．

更に6時間後でも同様の所

見を呈するが， 12時間後に

至ると，再び←Glob.降

が分離を来たすと共に，ト

Glob.も場加し始め， 24時

間後では共等は更に著明と

なった.48時間以降では再

びct-Glob.は分線せずに，

~－Glob. のみが高値を保持

しTこ．

以上の所見を，第1節の

脂肪乳剤l単独静注時の所見

と比較すると，主主しい相違

点が見出される．即ち混合

静注に際しては， Alb+o:-

Glob.のI曽加は認められず

に，直ちにct-Glob.の分離

に伴って~－Glob. の猶加を

招いて居れしかもそれは

注射後30分～1時間に著明

であっし 3時間後には既

にほぼ注射前値に復すると

いう事実It，注入脂肪の体

内代謝過程が著 しく先進

し， 注入脂肪が~－Glob. 含

有開質を経て組織内へ速かに移行することを物語るも

第8表 ex-Globulin時の分離

分離像が認められるのが特異である．

血清蛋白分屑（直（第9表）．特異な変動は注射6時間

後にやGlob.が減少して， 12,24時間後に治加し，更

に3, 6時間後にγGlob.が泊加して， 12,24時間後

に減少した点で丸み．

小橋並に考按

I 3 時n司戸山 112白山空~

抜身：：： :¥ ~ I ~ I ; I ; 
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の之f与え吉るを得ない．ー 写直表2 ]¥Iethionine及び葡萄糖混合線住居の血清蛋白'iIよ気泳動像

般に認められている様に， H：舟l前 注射后

oc－及び~－Glob. は Lipoid

と結合した αi－及ひ.~1-Li­

poproteinを含有している

のであって，斯る注射後の

~－Glob. のt曽加は，それに

含まれる Lipoid.の場加に

基くものと理解されるので

ある．叉この際、の oc-Glob.

峰の分離出現は，以後の実

験成績と併せ与えれ＼i,>:-

Glob.の増加と同様に， IX-

Glob.含有脂質（ix1-Lipo-

protein）の場加に基くもの

と解されるもので？あわ一

般に異化的方向への脂肪代

謝が充逢した場合に認めら

N>~I 一吹J山～
出山~Ni~~

3時!HJ

6時間

締之J〕」ー竺:_J~九一

引斗－~~山一
12時間

24時間

叫
一

れる所見である．斯る注射後早期にix-Glob.峰出現，

及び増加の所見が見られることは，脂肪代謝の体内平

衡の面から考慮して，外来脂肪を受け入れ易い態勢に

あることを示し，脂肪乳剤が~－Glob. を経て，迷かに

血中より組織へ移行し得るのに好都合な状態を示すも

のと時事し1与る．

次に混合静注の12時間以降に於いて，再び oc-Glob.

峰の分間程を伴って~－Glob. が増加を示す事実に対して

f七単に Methionine及び傭萄糖の混合静注を行った

際にも同様に認めらる所見であれ而も斯る時刻jには

組織顕微化学的に，脂肪乳剤lを注入ぜ子にMethionine

さへ注入すれば，肺胞貧喰細胞，肝川芭九日日臼，及び牌

臓の網内系細胞等が著明に脂肪球を倶取じ， Lipoid化

する像を認め得る点からみても，体内貯蔵脂肪が，或

は~－Glob. 含有脂肪を経て組織へ移行L Tこ蓄積脂肪が

Methionine c"J作用によって動員され， IX－及び~－Glob.

含有脂質（oc－及び~－Lipoprotein）の噌加を来Tこすこと

に基くものと解すべきであろう．

α－Glob.含有脂質のその後の移jJiJ,経路に就いてはド

詳であるが，以上の突験成績に於いて， ix-Glob.I峰の

出現，鳩加に伴って~－Glob. が摺加し，その消失，淑

少後も引続いて~－Glob. のl曽加が観察される点力、らし

て，トGlob.含有脂質は組織内に於いて引続き処理さ

れ，再び~－Glob：含有脂質へと移行する可能性も7与え
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られるが，勿論それに就いての確証は挙げられない．

以上血清蛋白分屑像の面から，脂肪乳剤静注に際し

て， Methionine，を併用ナれば，注入脂肪は~－Glob.

含有脂質を経て遥かにm中を去に注入脂肪の体内処
理過程が著しく促進Jlつ円滑化されることが判明した

のであるが，これは~~fミ教室の麻田の組織学的研究，

並に仲田の肺選流実験応於いて，／，t入脂肪即ち中性脂

肪体は， Lipoid化しだ後に組織内で利用されるであら

うとすろ点，立主に Methionineを併用すればLipo id化

が著しく促進される点とよく符号し，共等の成績を血

清蛋自の面からも立証し得たものであろう．

第4節脂肪乳剤と Methionineの混合長期

間反復静注の場合

脂肪乳斉I]の1E31凹注入量を毎瓦£1.5 ccとし，併用

Methionine 量を前節と同比率に当る毎庖7.5mg，並に

その半量に当る3.75mgとして，各々 3例宛A,B群に

分けて静注した．更に同時に対照群として・2例に就い

て4%葡萄糖毎庖1.Scc及びMethionine毎庖7.Smgを
静注した．注射期間は各群共3週間として連日反復静

注を行い，その間1遅毎に忠清蛋自の測定を行った．

外見上所見．何れの群でも特に異常を認めなかっ

7こ．

体重．各群聞に有意の差はなく，特に増減する傾向

を認めない．

血清総蛋白量（第10表）．脂肪単独長期間静位一時に見

られる様な異常場加は全く認められず，各群聞の差濯

も僅少であった．

Patten. B群中 1例に於て，注射開始前に et-Glob.

の分離像が見られ仁，，.， l生射間企f維は剥Jって消失して

居り，この点脂肪手L斉IJ単独静泊三；一時に較べて対日E的であ

る他，特異な)Jr見を認めない．

.If::清蛋白分屑｛直（第IO表）. ~－Glob. は A,B両群共

に，主T射開始後1週後に＂！；って繕加するが， A群では

2週後に既にほ＼.＇ i3:：身J前値~こ復帰し， B 群でも 2～ 3

週後にはほ l、)J：：射前値に復帰した. ~－Glob. のt首量は

A群よりB群の方が大であるふl，何れも脂肪手L剤単独

静注時に較べて，その増加；量は甚しく少い．

γGlob.はA,B両群jしに多少減少する傾向がある．

Alb.+ et-Glob. は百分率で主として~－Glob. の増減に

伴って動揺するが，特に壊滅する傾向を認めない．

対照群では 3週後に於いて~－Glob. は寧ろ 3.9%,

0,27g/dlの減少を示し， y-Glob.は殆ど変動を示さな

L、．

小括並に考按

以上の Methionine併用I時の所見を，I日肪乳剤単独

使用時の所見と比較しつつ，その主要所見を小柄する

と，

1) 外見と所見には何等異常を認めず， f本買の変！fib

には影響を及さない．

2) 1週後に認める十Glob.の犠加は怪度且つ一時

第 10表 (1) ~！f~I巴：｛ne;g ~：~~g｝連日 3 迦問静注（A群）

55号家兎注射前

1週間後

2遡間後

3 迦 Ha後 69.2 

71.0 

6.1 . 

lj•止後 1 迦nu I s.s I 

56妹兎注射白lj I 王子 I~ぷ十 一一
0,99 

0,78 

7.8 

1 週間後｜ 7.2 

2 池 11日後｜ 7.05 

3 週間後｜ 7.0 

中JI:f，麦 1i山!illI 7.0 
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第 10表 (2J nl"肪乳剤 特庖 l.5cc l 連日 3 遡rm,w注 O?ll'~・）
Methionine特Jii・ 3.75mg J 
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58号家兎注射前

1 遡｜訂後

2 迦 H可後
3週間後

’l1_11:f;ltl迦ll11J

T.P. 
gjdi 

6.3 

6.6 

6.8 

6.55 

6.4 

~）Ji~~詞bl ,-3:;;b すいすb.. I ~γI y－~~ob. I 
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71.9 

63.8 

67.7 

70.4 

70.0 

17.9 

14.4 

14.2 

14.1 

15.9 

15.。
18.4 

24.1 

18.3 

16.4 

16.4 

14.7 

12.1 

14.0 

13.2 

13.6 

4.31 

3.96 

4.09 

4.44 

4.20 

。81
1.49 

1.11 

1.03 

0.98 

()JIB 

0圃75

0.85 

0.83 

0.82 

65.3 

62.9 

63.9 

62.5 

16.3 

21.2 

19.1 

18.8 

18.4 

15.9 

17.0 

18.7 

4.24 

3.90 

3.90 

4.00 

4%葡萄糠毎斑 l.5ccl 
第 10表 (3) M拍 ionme毎庖 7.5mgJ連日 3迦！抑制： （対照群）

1.06 

1.31 

] 16 

1.20 

1.20 

0.99 

1ρ4 

l.20 

62号家兎注射筒j

1週間後

2 ii品間後

3 迦 r:可後
,.,, !I：後1週間

63号家兎注射前

1週間後

2迦 H日後

3 姐 rm後
I\•止後 1 迦 110

T.P. 
gjdi 

6.6 

6.3 

6.1 

6.3 

6.4 

6.3 

6.15 

6.1 

6.4 

6.3 

Alb. 
0-C 
／υ 

ぺ~ob. , ~－~1ob. Iサb.I ~J~i ＂~~~lb. 同士 l y~~~b. 
61.6 

68.2 

67.0 

67.3 

67.8 

58.0 I 

62.8 I 

69.8 

71.3 

7,).6 

21.8 

16.7 

17.1 

18.0 

16.9 

1.44 

1.05 

1.04 

1.13 

108 

1 36 

0.92 

104 

1.12 

103 

109 

095 

0.97 

0.93 

098 

0.69 

0.81 

0.80 

0.72 

0.72 

的であり，従ってそれに由来する異状蛋白分屑像も怒 る傾向も認められない．

度に留まり， IJIに沿海Jを続行することによって却って 8) 以との血清蛋自分屑値の変引は，全般にA群よ

快復した． りB群にやL大さく，そc')l'J’t復にもやL長時日を要す

3) i-Glob.は場加しない． る傾向が認められた．

4) Alb. +et-Glob.は百分率に於いて， I週後に倦 l',¥ b＇＞機に，脂肪乳斉 IJと Mtehionineの長期間混合

少の減少を示すか，速かに依復する傾向を示す． 静注に際しては， I 遅後に~－Glob. 。j者量によって示

5) 分概する←Glob.は特に増減する傾向を示？な される，脂肪処理不全による所謂蓄積像が極めて軽度

い． に認められるじ，更に注射を続行しても， 2～3退後

6）分離する Alb.の 1'i分率は1週後に俺少の減少 にはほピ注射前値にま JIi、復L，所謂その議積像も’fE
を示すβ、，速かに快復する傾向を示す． 分に消失ずる．こv）様に Methionineを併用すると，

7) 総蛋白量の異常増加はi認め＇~~！じi，特にi藍減す 注入脂肪体パ体内処J_Jjtj泊料が著し〈円滑化されるもの

9.4 

9.0 

21.6 

15.0 

17.l 

17.5 

18.0 



228 白木外科宝爾第23巻第3号

で，その結果住み脂肪体の，網内系細胞に対する異物

的刺戟作用f己表くと恩われる；－－Glob.の単査も全く認

められなくなる．

葡萄糖と Methionine静注対照群に於いては，この

程度の Methioni_ne使用量では，所謂体内貯蔵脂肪動

員作用を恩わす所見も無く，全く異常を認めず，勿論

A, B群に於いでも斯る動員の像は認められない．

第5奪滅貧飼育時の実験成績並に考按

脂肪乳剤が臨床的に応用される大部分の場合は，外

科領域に於いてほ，胃腸手術後の織に少くとも経口的

に食鍔が制限さ五る場合医限られるで・あろう．従って

私は試獣の経口的食訴接取量を制限し，同時に静脈内

に脂肪手L剤を投与した際の注入脂肪の体内処理状態，

並にその利用状態を識る目的で次の実験を試みた．

減食飼粉としては，標津食の主成分である越は%量

に減じたが，野喜をは投与水分量の不足を防ぐために%

量にとどめた．従って重量i1g，野菜（大根葉） 75g，及び

7]'¥35ccの組成を以て減食試料とした．その全含有窒素

量は笑測値745,Smgで，恰度蛋白4.4gに当り，総カロ

Pーは凡そ93Calである．

減食開始と共に脂肪手L剤の静注を開始し， 20日関連
日静注を繰返したが，その注入査は体Jltの変動に応じ

て加減せずに，前，後期各10日聞を通じて同一量とし

た．即ち体重2kg家兎に就いて，毎疋I.Secに当る脂

肪乳剤3ccを以て基準注入量とし，各期毎にその2倍

量或は4f音量を静注した．その間48時間尿，及び10日

間尿に就いて連続して家兎の窒素平衡を測定し，叉体

E置は連日測定してその変動を検査した．倫血清蛋白は

注射開始前，開始後 IO日及び20日にそれぞれ測定し

Tこ．

第 E節生理的食塩水静注の場合（対照群）

3例に就いて，前期に基準量に相当する3cc宛，後

期に2f音量の；6cc宛の生理的食温水を連日静注した・

外見上所見．後期に至って著しい皮下脂肪織の減

退，脱毛等の所謂栄養不給の所見が認められた．

体：境（第12表）．前期にJ於て後期より僅かにPl'買減少

度が強いが，20日聞を通じてほピ直線的な減少を示し

Tこ．
血清総蛋白量（第11表）．平均して前刻l)0.33g/dl，＇後

期0.98g/dlと後期に血清蛋自の史失が著しかった．

Pattern.注射開始前に.x-Glob.の分間Eせぬものが3

例中 1例あるが， 10,20日後に於いて共に分離｛象を示

した．併し他の例では各期を通じて分離像を示し，そ

の内の 1例では10,20日後と漸次分離像が関瞭となる

のを認めた．

JIT!.1管蛋自分屑｛直（第11表）．百分率では大trな変動は
なしただ軽度に~－Glob. fJ；減少し， 1-Glob.が増加

する傾向が認められた．

窒素平衡（第12表）．各例に就いて相当の個体差，日

差があるが， 4s時間測定値では何れも負で、らり，前，
後期を通じて負の税度は後期に於いて，硬に著しい．殊

に他君宇と較べて，最初の4日間の封i'i世皇室素量が少いの
が目立っている.NOちこの現象は一時断F乍らも体蛋自
の消粍を防ぐため，最小限の蛋白代謝を営むという『

径の防衛機転と見倣し得るであろう．

以上各所見のうち，←Glob.分離像の出現，或はそ

の明日夜化の傾向，更にまたトGlob.の減’レ＇.f,Tt，注目

すべき所見で，体内貯蔵脂肪の燃焼に基く，脂肪代謝

の臭化的過程のー断面を示すものと思考される．

第 11表 生理的食塩水静注（前期3.0cc；後Jg)6.0cc) （貴州制「n

Alb. I <X-G凶｜トGlob.,y-GlペAlト． I .x Glob. I ~Glob. ，γGlob. 
g/dl 。，－1' ~〆0 ？ノ0 0〆’ g/dl g/dl g/dl g/dl 

71号家兎注射前 6.4 58.l i 120 16.5 13.4 ・3.72 6.77 1.05 1,86 

10 日後： 6.0 58.5 110 17.1 13.4 3 50 0 66 1.03 0,80 

20 日 We 5,15 59.o I 11弓 13.9 15.6 3.04 0.59 0.12 0,80 

~lli;I ：：：~I 百三：L~il_f#
官

A
n
d
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u

n
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ぷ
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後

後
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日
μ
口
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日

y 62.9 P.8 

9.0 61.3 

6'.l.5 12.4 

15.8 12.6 

14.6 15.1 

14.0 13.1 
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第四表 トl 室 素 平 衡

号干害
。 2 4 6 8 10 12 14 16 1B 20日

体 111. (kg) 210 2.90 2.00 190 1.87 1.72 1.67 1.60 1.52 150 1.44 

71 4Br時間尿tド抑制止窒素最（mg) 1,420 1,753 2,395 3,137 2,206 3,866 2,885 2,539 2,521 2,525 

10日r:司東中排椴窒素長（mg) 1,867 1,683 

体 京， (kg) 2.19 2.16 2.00 192 1.89 1.87 18.5 l.80 1.72 1.60 1.59 

72 48時Jllj尿•I ’m：継窒素貴士（mg) 1,331 1,771 2,708 3,147 3,210 3,147 4,043 3,084 3,482 3,921 

10日II日来'i'M＇椴窒素景（ m邑） l.869 1,511 

体 重 (kg) 2.13 2.08 2.06 2.00 ] 90 182 1.70 1.65 158 1.55 1.50 

91 48時間尿•I’排滑窒素f設（mg) 1,922 1,887 1,824 2,396 3,096 3,440 3,534 3,072 2,71 22,3兜

10日間束中誹粧窒素最（m邑）

第2節脂肪乳剤j静注の場合

2例に就いて前期3cc，後期6cc宛連日静注した．

外見上所見．前記対照群と有意の差を認めない．

体長（第14表）．前期より後期に減少が大で， 20日聞

を通算して，対照群とほピ同量の減少を示した．

.nti宵総蛋白量（第13表）.10日後には何れも増加し，

平均0.45g/dlの場加を示したが， 20日後には，その高

値を保持するものと，減少するものとがあれ平均し

て注射前値より0.15g/dl下担った．

Pattern. 2例共χ－Glob.の分離像を示さなJうfコfこ．

止清蛋自分屑値（第13表）．円分モ十に民L、て10日後に

~Glob. のi曽加が著明であり， 20日後にはやや低下す

るが倫注射前値よりは高値を保ち，向I時にr-Glob.の

i曽加が著明であった．

室素平衡（第14表）． 何れも前期より後期に於て負

の程度は大であり，全期間の平均値を対照群と比較す

ると，負の程度はやや小であるが，有意の差といい難

し、．

小括並に考按

血清蛋自分屑値の百分率に就いてみると，何れも~－

Glob.の属加を認めるが，そご＞t'r＇皮IL標準食飼育時

1,892 1,756 

止＿！J後期｜全J胴
体；if｛減少（g)I 380 I 2so I 660 
尿中凱枇窒菜資（mg)i 10,911 I 14,336 I 2s,241 
窒素平衡（mglI -5,325 I -8,566 I -13,891 

体重減少（g)I 320 I 2.80 I 600 
尿ti’f)／枇窒素意（mg)I 12,161 I 11,611 I 29,844 
窒素卒衡（白色lI -6,450 I -11,133 I -18,183 

体主減少 (g) 310 320 630 

尿＂＇拐 ・i世窒素最（mgJI 11,12s I 15,156 I 26,281 
窒素平衡（mglI -5,562 I -9,457卜15,019

の脂肪乳剤静注例よりは軽度であり，一見注入脂肪処

理不完全による所謂蓄積像が軽度であると見倣され易

い．併し生理的食塩水注入対照群に於いて， f3-Glob.

は寧ろ減少して居り，従って減食時という特殊の条件

を考慮J;jtト了，見掛け上の (3-Glob.の値を以て，直ち

にその蓄積像の強弱を速断することは図難であり，斯

る関係を者慮すれば，寧ろ高度であると去い得るので

ある.y-Glob.の著増は斯る点を裏書きしている．

以L 単独の脂肪乳剤l静注て1工，。－1長びy-Glob.の

増加によって，注入脂肪の処理下全：こ基く高度の所謂

第 13表 臨肪乳剤併注（前Jij]2ρcc；後NI6.0cc) 

T.P. 
gjdi 

73号家兎注射i¥jI 7.55 
10 日後 i. 7.8 
20 日後十・l8

74苦手家兎注射前｜ 5.65 

lO 日 fltI (1.3 
20 日後 I 5.1 

サ「引匂b.1 ，－~~ob.1 ~）Ji I官 b.I (3－~~；b. I ｝説b
4.31 I 0.13 I 2.51 
4.08 

3.66 

4.09 

4.36 

3.32 

1.23 

1.01 

0.79 

1.03・

0.79 

249 

3.13 

0.77 

0.91 

0.99 
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第 14表同室素 -'f ~ 

家珂－ I 0 2 4 6 8 10 I 12 14 16 18 20日
呑－＇＠－ I I 

瓦一 一一正1山口i五三五三五ふ8 1.96 I.珂 I1.s6 i.s5 i.n i.60 1.56 
73 I 48時間尿中拐殺窒素最（mg)

10 日 lfll尿•！•排枇窒素景（mg)

2,034 2,141 1,904 1,112 2,485 I 2,491 1,949 3,157 2,837 3,482 
明日 l - 1,733 

体重（kg)

74 I 48時間尿中排itlt窒素最（mg)

2.15 2.10 2.03 2β2 1.92 1.86 1 1.76 1.68 I.61 1.56 1.48 

1,937 2,000 2,871 3,120 2,449 I ・2,828 3,067 3,043 2,936 3,430 

10 日開票’！•排粧窒素景（mg)

脂肪蓄積像を示し，家兎の体重保持，並に体蛋白喪失

節約に対しても有効とは云い得ない．

第3節脂肪芋L斉ljとMethionineの混合

静注の場合

脂肪乳斉1]3cc,Methionine 15 mgを某準量とし，各

々2仰j宛， A群では前期に来準量，後期に基準2f音量

を静注し， B群では前期に基準2j古量，後期に基準量

を静注した．更に同時に対照とLて， 3例［こ就いて前

1,685 

体重減少 (g) 

尿『！•排前世窒素殻（mg)

窒素平衡（mg)

体重減少 (g) 

尿『（ •j:}f滑窒素最（mg)

窒素平衡（mg)

250 

10,336 

-4,861 

290 

12,377 

-6,607 

期に4%薗萄糖3cc,Methionine 15mg，後期に其等の 脂妨織の減退が特に目立った．

1,521 

会期rm

370 620 

13,916 24,252 

-7,194 -12,055 .. 

380 670 

15,304 27,620 

-9,370 -15,977 

2倍量を静注したが，その内 2~］は実験途中で IE亡し， 体了~ （第17表）.A, B両群共に前期に体荒減少が著

I例のみ20日間生存し得た．而もその 1仰jさえも減食 しく，殊にB群の前期に於ける値は，減食実験の全群

20目後死亡し，最後の採血検査は不可能であった． を通じて最高値を示した．叉20日聞を通じてみると．

外見上所見.A群に較ペ， B群及び対照群では皮下 A群の体重減少は，生理的食糧水静注群より僅かに少

A 

'It!' 

B 

耳F

M 

!!¥! 

第 15表 脂肪乳育IJ：並に Methionine静注

A群：前期！J3.0cc, 15mg；後J切6.0cc,30mg B 'Ill：前Jぬ6.0cc,30mg；後NJ3.0cc, 15ffg 
対照：葡萄11;!f並に Methionine：前J9]3.0cc, 15mg；後期 6.0cc,30mg 

T.P. Alb. i・cx-G小心1叶－Glob.I Alb. lαG凶 I~－Gl~b. l y-Glo' 
g/dl % % % % g/dl g/dl g/dl g/dl 

80号家兎注射・白百 6.2 6U  19.2 20.7 2'.l.3 1.19 1.28 

10 日後 6.4 10.7 21.5 18,0 0.68 1.38 1.15 

20 日後 4.8 44.9 15.1 19.5 20.5 2.16 0.72 0.94 0.98 

81号家兎注射・前 6.6 602 17.2 22.6 3.97 1.14 1.49 

10 日 ~fk 6.7 13.1 17.7 19.3 0.88 1.19 1.29 

20 日後 5.0 43.2 16.6 15.7 24.5 2.16 0.83 0.78 1.23 

83号家兎注射前 6.3 54.8 13.6 17.4 14.2 3.45 0.86 1.10 0.89 

10 日後： 5.2 48.7 15.0 16.7 19.6 2.53 0.78 0.87 1.02 

20 日 1fk 4.8 49.4 19.4 13.3 17.9 2.37 0.93 0.64 0.86 

84号ぷ兎注日H射後後前 i ::: 56_4 ll2 17.6 
14.B I 印 刷川両

10 52.4 13.8 19.3 14.5 2.73 0.72 1.00 0.75 

20 55.7 15.6 15.6 13.1 2.67 0.75 0.75 0.63 

日5号家兎71：射前｜ (>.4 57.6 9.7 20.5 12.2 36.9 0.62 1.31 0.78 

~.1 ｛》・u B.5 12.5 15.(1 2.7リ 0.37 0.55 0.69 

20 日 1fk
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いが， B群では，葡萄糖と Methionine静注対照例と共 第16表 o.-Globulin 111阜の分離

に会実験群中の最大を示した．
匂詣月＼！州日 10日後 20日後

血清総蛋白量（第15表）.IO日後にA群は注射前値よ

り健かに高値を示したが， 20日後にはA,B群共：こ，生
80 十 ＋＋ 

81 十 ＋＋ 
理的食塩水静注群よりり1に甚しい減少を示した．殊に

83 十 ＋＋ ＋＋ 
官官萄糖と M巴thionine静注例で、はIO日後に， 6.4→4.4g/

84 ＋ 十 十
dlと甚しい低値にまで減少した．以との全例に於て，

減食による給蛋白量減少の傾向に対して， Methionine
85 十 ＋ ? 

第 17表 I言l 窒 菜ー 千 校f

番号
日 。 2 4 6 8 IO 12 14 16 lB 20 

18, ！体
2.28 2.IB 2.10 2.12 2.00 ] 95 190 1.92 1周 1.84 1.80 

A O 48時間尿『I•胡： i'j\I: 窒素景＇.mg) 2,394 2,138 1,635 J,762 2,356 1,743 1,706 1,965 Z,210 2,977 

IO日lilJ探'I’排世窒素最（m邑） J,812 1,808 

｜休 前伐g) 2.30 2.23 2.18 2.05 1.96 1.89 1.78 1.73 1.75 1.73 1.70 

都18148時｜日間中州窒素景（mg) J,751 2,087 3,077 3,426 3,425 3,120 2,189 1,653 1,772 1,989 

IO 日 HIJ尿’ I•折椎窒素fit:'.m♀） 1,798 1,689 

体 況はg) 2.30 2.17 2.00 1.90 1.76 1.74 1.63 l.55 1.48 1.46 1.40 

B 183 48：時Jl[Ji1.R'11 tJf:i'j止窒素一景（mg) 1,731 3,2.16 3,912 4,010 2,997 1,743 2,484 1,730 1,393 1,573 

IO日l百l尿11’排粧窒素ftt(rr,g) 1,803 l.715 

2ρ8 1.88 1.85 1.80 1.73 1.60 ] 50 1.44 ] 43 1.42 

48時ll!J尿'1’j問抗陸窒素・/j(:(n-g〕 1,949 2,116 2,817 2,656 3,946 2,905 2,446 1,761 1,428 1,266 

10日｜！日尿'11j;Jfi'jlt窒素・:Jft(mg) 1,756 1,550 

対｜体 五叶 2.24 2.20 2.16 2.18 2お 2帥 1.92 1.76 1.62 1.54 1.40 

85 48r奇！日j尿小川淵窒葉景；mg) 1,345 2,415 1,417 1,934 2,778 2,311 3,584 2,514 2,514 2,236 

問 IO日！日j尿11’m枇窒素i1Lrn邑） 1,698 1,758 

は更に拍車をかける結果となっL ｜前期｜後川｜会期間

Pattern （第16表）．何れの例も静注によって，←Gl- 一一一 一一一一一一一一ー一一一－
体重減少 (g) 330 

ob.の分離像を必発し叉その分離像は更に間際化す

る傾向が認められた．

並；清蛋自分屑｛位（第15表）．百分率に就いてみると，

分離したo.-Glob.It何れも増加を示し たが，~－－及びr­

Glob.は何れも僅少の変動を示す；こ泊ぷ）2，脂肪乳剤

単独静谷ーi侍に見られる様な異常増加はiWめられなかっ

fこ．

窒索、F衡（第17表）．生理的食盗＊静往来干に較ベて，

負の科度は前｝切に大で，後期に小であり，会期聞を通

じてみると，＇； °j"ん好結果を示し，叉劫高f皆とMethio-

nine l'ff:ii＇例では合 JUJ閣を.i!11.じて，負の程度は少であっ

た．

小括並に考按

n~初手L削と J\Icth oninc／.見｛＼＇l~i•i 1:1侍に［「，脂肪乳剤

単独静i'l＂時とみられる脂肪処理下 F己J.：にぷく，所謂脂

尿'l•t!I世窒素質（mg) 10,285 10,601 20,886 

窒素子衡（mg) - 4,642 -4,954 - 9,596 

体重減少（g) 600 

尽’｛t俳i'¥止室葉景（mg) 13,766 10,723 24,489 
窒素平衡（mg) -8, 109 -4,957 -13,066 

348 900 

尿IJJ河制止笠蒸留：（mg) 15,874 8,923 24,794 

室主主.71'衡（tr邑） ー10,222 -3,183 -13,405 

体 ;J｛減少ー（g) 470 310 780 

IJF.. Iド）［.池袋素最（mg) 13,484 9,806 23,290 

窒素 71'1婦（mg) ー7,785 -3,901 -11,686 

体！ff減少 (g) 240 600 ・840

尿iJ•tJr i'\lt~宣言葉箭（mg). 9,889 12,277 22,166 

室言十i 'I' t首r(mg) - 4.132 -6,593 -10,729 
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肪の著書積｛象である総蛋白量，~－及び r-Glob. の異常l曽 られ，殊に4.4g/dlの総蛋白量は，家兎実験中に得られ

力日等は認められない． Tこ最低値で、あり，それのみで致命的値と言い得ょう．

Patternに就いてみると， r.-Glob.分離像の出現は， 叉~－Glob. の著滅は，貯蔵脂肪動員際焼の結果，その
標準丘旬育u寺の脂肪手L剤毎庖I.SecとMethionine毎砥 消括を示すものと解されることは，上記の体買，窒索

7.5mgの長期間静注例には認められなかった所見であ 平衡の成績と併せ考えて，容易に理解されるところで

り ， Y~cろ同斉I]毎冠雪.3cc, 1.65mgの1回静注24時間後 ある．その後期2j脅量静往時；こ，排j世窒素量の著ーしい

に認められた所見に類して居り，これは体内貯蔵脂肪 増加が認められるのは，体蛋白の著しい崩解を来たし

の動員に由来するものと解すべきものである． たことを意味する．その前期の Methionine使用量は

倫20日間の窒素'fZ衡値を A,B群共に平均して，脂 1日6.7mgであり，標準食飼育時の毎庖3.3mg静注時

肪乳剤単独静l':t誹と比較すると，やL好成績を示して より対体重使用量は寧ろ少量であるにも拘らず血清総

いるが，その聞の体主主の減少は＼~；：ろ上廻るという成績 蛋白量並に蛋自分屑像の上に，甚しい相違を生じた，原

が得られるのであり，これもやはり M帥 ionine.の作 因に就いては明かで堤ぃ．叉脂紡乳剤とMethionine混

同によって，体内貯蔵脂肪の動員燃焼に装くものと解 合静注に際しても，減食時には標準食飼育時には見ら

することが出来る． れない所謂脂肪動員の像が認められるのは，恐らく問

対照の葡萄糖と Methionine静注例は， 減食下で丁 一原因に轟くのであろうι、，その詳細は本実験のみか
度20日間生存し得た唯一の貴重例で、あにその前期の らでは決定し難い．

成績に就いてみると，窒素平衡，体遺減少の値:Jtに， 要するに減食時のMethionineの作用は複雑であり，

7以上の総ての実験群中の長良川成績てある．これはヵ 注入脂肪の処理を円滑化すると共に，減食によって貯

ロ JJ－源として体内脂肪の妓焼が高度であることを物 蔵相紡が動員燃焼される傾向を促進せしめる作用を有

語るものと解されるが，一方血清蛋白倣よ りみると， するものと理解したい．

！笹か10日聞に総蛋白量（6.4→4.4g/dl),e.-Glob. (9.7→ 第4節脂肪手L剤， Methfonineとl¥ihoflavin

8.5%), ~－Glob. (20.5→12.5%）等の著しい変動が認め の混合静注の場合

A 

群

一

B 

苦L

第 18表 脂肪乳剤， Methionine並！こ Rivoflavin古宇佐

A群：・wiJUJ3.0cc, 7.Smg, l.Smg；後JYJ6.0cc, 15mg, 3.0mg 
Bl!'｛＇：前J~I 6.0cc, 15.0rng, 3.0mg；後NI12.0cc, 30mg, 6.0mg 

I T.P. I油 I~－G凶~－Glob. r-Glo'・・ 1 Alb. I世 GI汁G叶－Glob.
g/dl % % % % g/dl g/dl g/dl g/dl 

92号家兎注射前 7.3 70.8 17.7 115 5.17 129 0.84 

• 10 日 f~ 6.3 67.9 18.0 H.l 4.28 1.13 0.86 

20 日後 6.7 68.1 17.0 14.9 4.56 ] 14 l.00 

93号家兎注射白1¥j 6.9 68.3 19.0 12.7 4.71 O.BB 

10 日 f~ o.3 70.3 18.4 11.3 4.43 l.16 0.71 

20 日 f~ 6.7 67,0 1り.5 13.5 4.49 131 0.90 

93号・家兎注射前 6.9 66.5 7.8 12.5 13.2 4問 ｜ 0.86 0.91 
10 日後 6.1 66.4 8.5 12.4 12.7 4.05 0.52 0.76 0.77 
20 日 1~ 6.4 65.7 9.0 13.6 11.7 4.20 0.58 0.87 0.75 

97号家兎注射前 6.9 67.4 16.4 16.2 4.65 1.-13 
10 日 t~ 7.0 65.2 19.3 15.5 4.56 1.35 
20 日 t~ 6.0 67.3 17.2 15.5 I 4.04 1.03 

川家兎注射前 1
一一一品

10 0 0.67 l.02 I 
10 日後 7.0 "1.1 1り.3 ! 1.51 1.35 
20 日後 ［ 6.2 67.2 17.5 15.3 4.17 1.08 0. 



蛋白代謝の函より観た経静脈性脂肪輸入に関する研究 233 

第 19表 同 笠 素 平 侠f

番号
日 。 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 

11体重｛同 2.30 四，＿，， '・" '・'° '.10 I捌回4 2JJ5 2.帥 1岨
92 481時Ii司尿中初ii'¥¥t窒素最＼mg) 1,811 1,729 2,135. 1,812 2,219 2,117 2,463 2,112 2,152 1,726 

A 10日mw在中鈎：i'¥!t窒素最（mg) l,691 l,554 

l体重｛「四 2.20 悶1 2.14 2.14 2畑 2.02 2.00 2.04 2.02 2.00 

93 48時!If］尿i(’VI＞批窒素景（mg) 2,020 l,885 l,557 1,471 2,354 2,096 2,137 l,567 ］月52,253 

10日間尿i(l拐粧窒素最（mg) J,588 1,690 

望書 体 重 (kg) 2.25 2.24 2.16 2.12 2.10 2.00 197 195 192 l.94 1.90 

95 48時間尿’（－＇凱：枇窒素景＼ mg) l,837 2,212 2,176 l,847 2,025 2,071 2,107 2,191 2,065 l,819 

10日間尿＇（ ljj!J；：滑窒素最（mg) l,781 l,702 

体重（kg)I 2.26 2.20 2 ..咽 2.15 2.13 2.15 2.12 2.06 2.12 2.10 2.11 

B 
97 48時間尿’ド排椴窒素意（mg) l,488 1,284 l,383 1,796 1,107 1,921 2,398 1,995 1,925 1,807 

10日開Jl)lt'1-'Mii'¥¥t窒素最（mg) 1,691 1,673 

2.26 2.25 2.20 2.15 2.14 2.10 2.09 2.05 2.08 2.05 
群
98 48時Im尿r(.1排椴窒素蛍（mg) 1,708 1,831 2,067 2,099 1,912 1,891 2,015 2,178 l,947 2,098 

10日間尿斗＇!JI，・1世窒素景（mg)

前節の実験結果より，標準食飼育時とは臭って，減

食時に於いて Methionineは顕著に体内貯蔵脂肪の動

員を惹起することを識り，今回はその使用量を半減し，

更に同時に脂肪代謝に電要な佼割を演ずるものとして

注目されている Riboflavinをも併用して，脂肪乳剤と

共に以上3者の混合静注を試みた．

Riboflavinとしてはチョコラ BBを使用し，家兎の

所要量を充分満たし得る量として，比較的大量を使用

した．即ち脂肪乳剤3ccに対して， Riboflavinl.5mg, 

Methionine 75mgを同時使用の基準量とし，家兎を2

群に分け， A群では前期に基準量，後期に基準2倍量

の静注を，叉B群で、は前期に基準2｛音量，後期に基準

4倍量の静注を連日行った．

外見上所見．減食時に於いて他の何れの実験例にで

も認められた皮下脂肪織の減退，！］見毛等の所見れ，何

れの例にも認められなかった．

体At（第17表）．全期聞を通じての体重減少量l.J：、，他

の減食時の何れの群と比較しても格段の相違を示し，

A, B群それぞれとE理的食猛1.K静注対照群の：：；；， %の

｛篭少に過ぎないった．

血清総蛋白量（第18表）.A群では後期にB・群では育fj

j切に，寧ろ経度の増加が認められ，全期間を通じて平

均A群0.43g/dl,B群0.7g/dl，の減少が認められた．

Pattern.前節の Methionine併用貯とは具つ℃，経

過中にex-Glob.の分ltlltを出:EJ-i・Jることふく， j、；JJってB

1,682 1,587 
ー

｜前 J町住 ~gi I 金jyj問
体重減少（g)

尿Eド甥縦窒素景（mg)

空素平衡（mg)

体重減少（g)

尿r(i排i'¥!t窒素最（mg)

窒素子衡（m邑）

体重減少（窓｝ I 250 I 
尿中誹概窒素景＼mg)I 10,091 I 
窒素 zr.衡（mg)I -4,423 I 

体重減少（gJI 110 I 
尿中都世窒素荒＼mg)I 1,058 I 
窒哀卒衡（mg)I -1,294 I 

320 

20,276 

-8,611 

250 

19,245 

-7,613 

100 I 350 

10,248 I 20,345 

-4,495 I -8,918 

40 I 150 

10,046 I 17,104 

-4,264 I -5,558 

体重減少（gJI 160 I 90 I 250 

尿r(1初iiせ窒素茸t¥mg)I 9,619 I 10,129 I 19,748 
窒素平衡（時） I -3，凶 I-4,263 I -8,109 
群中 1例に於いて， i宣射自（］にi；；‘心られたお－Glob.の分

離｛象が消失してい乙．

.nt清蛋白分屑値（第18表）. ・1'T分率に就いてみると，

A群では各分屑共特記すべき変動J無く，前節のMethi-

onine 併用時の様なα－Glob.の著増も認められない，

B群ではIO 日後に~－Glob. がf華か増加する傾向がみら

れるが， 20fllをにlIJ~.＇ろ J,l l).J1)fj値に復寸ると共に，そ

の際 y-Glob.の増加は全く記められなかった．
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窒素平衡（第19表）．全期間を通じてA,B群の凡そYz

程度に留まり，他群と較ペて格段の好成績を示した．

小指設に考鍛

』旨肪乳剤単独静注群に於てみられたト及びy-Glob.

の異常増加の所見は認められず，注入脂肪処理不全に

基く所謂蓄積像は全く認められない．殊にB群の後期

に於いては，連日IO日間に亙って1日12ccの脂肪乳剤l

を静注して居り， これは家兎の九そ毎妊6.0ccに当る

大量であり，その際血清蛋白像に於いてはもとより，

その他の所見に於いても，脂肪注入に滋く何等蓄積像

も異常反応も惹起されていない．斯る点からも注入脂

肪が体内で円滑に処理されていることが胡かである．

叉前節に述ベたMethionine併用時の如き←Glob.の

分離I象の出現，又は←Glob.の異常膚加等の所謂｛本内

貯蔵脂肪動員の像もi認められないのである．

従って窒素平衡に於いても，亦体電の減少に於いて

も，他の実験群と板ベて格段の好成債を示し，体蛋白

製失が著しく節約されたのは，体内脂肪の冨1J員燃焼に

由来するものとは解し難く，注入脂肪が体内で円滑に

処理されて，直ちにカロリー源として十分利用主れ得

た結果に広く ものと解せざるを得ない．

Riboflavinは一般に，脂肪県取量が櫛加する際にそ

の需要が増犬すると言われ，又府訪の体内代謝j/;J科に

於いて，脂肪酸の分解に与かる酸化酵素系としてその

定要性が認められている．従って注入脂肪は同時併用

のMethionineの作用によって， i底力、にトGlob.含有

’脂質を経て血中より組織へ移行し，更に組織細胞内7'

，於いてそのRiboflavinに議く直撃素作用によって， その

目旨勧酸の程変化分解が円滑に行われ，高度にカロリー源

として利用されたものと解することι・11＼米る．

以と，減食時と雄も，脂肪乳剤は適量＇.＇J:¥fothionine 

と共にRiboflavinを併用すれば，比阪的大量の注入を

行っても何等障碍を来さ r，有効な体蛋白節~｛.］作用を

示し，充分d栄養学的効果を発療することが判明した．

併しこの際のRiboflavin使用量は必要量を充分満た

し得る量と して，比較的大量を使用して居久最小必

要量の決定に就いては， Antiketogenicratioからみて

も効端絡の併用と共に町に今後検討を要する問題で

ある．

第6章総括並に考接

l 血清蛋白電気泳動l象に就いて

位以；＇：中の脂質は通常の方法では制1/JJ医難色あり‘ζ，

それはー般に蛋白と共に複合体を形成した，所講 Li-

poproteinの停在によるものと解されている.Cob＂等

が人血媛に就いてアJレ＂＇＿，レ分割法を行い，各分屑の

精製に成功して以来， 1950年 Oncley等はその分屑の

性状に就いて詳細な研究を行っているが，それによる

と血張中には α1－及び ~rLipoprotein が存在し，トLi·

poproteinは血媛脂質の70%に当ると共に，其等 Lip-

oprotein中には失々 35%,30%の脂質を含有するとい

われている．

Lipoproteinを形成する蛋白と脂質との結合様式に

就いては，種々の可能性が考えられているが，その詳細

は未だ不明である．その他蛋白分屑中に！t，共等脂質

を含有する蛋自の他（三，脂肪代謝に関係するEsterase,

Phosphatase等の種々の酵素系物質も存在するが，其

等も亦r或は~－Glob. 中に含まれるものと解されてい

る．

斯る Lipoproteinの他に脂肪と蛋白とは，物理化学

的に，両者聞のイオン結合を，更に叉両方の極性基間，

或は叉両方の非律性基聞にも更に弱い結合を形成する

ことが認められて居り，就中種々の脂肪酸，殊にオレ

イン酸がよく Alb.と結合することが明かにされてい

る．斯る結合は生理的条件下の血清蛋自に就いても，

充分その可能性が考えられるのである．

叉電気泳動時の血清蛋自分屑は，勿論泳勤時の諸条

件にも左右され，叉些細な点では動物種族聞にも中日産

が挙げられているのであるが，以上の蛋白諸性質は電

気泳動時の各分屑に充分適用されるもので為る．

斯る観点からして，閥肪乳剤静注に際してのAlb.の

変動，或はix-Glob,~－Glob. の変動は，それに結合し
た脂質，或は Lipoproteinとして含有される脂質の変

動に由来し得るものであって，叉長期間静注に際してi

のy-Gl仏 の矧It，それによって惹起された生体得

二次的反応を示すものであると解釈し得るのである．ワ

我 の々突験結巣はよ切る角聞でに誕いて，脂肪乳斉IJ，或は

Methionineその他の薬剤lを注入した際のー生体の勝肪

処理状態，或はその胸肪代謝の一部を，その血清蛋白

像の面から犯鐙し得たものと思う．

今日我が固に於けどJ，家兎.n'rii簿の電気泳動による研

究に際しては，その←Glob.峰の出現に就いて，一部で

は注目されているが，その酬に就いては全く不明付

f設である．しかし以lニ行った突験liX.¥i'iより， ct-Glob.故

山干の変動l土』ぷ兎の脂肪代謝にも大きな関月間i性を有する君

ことが判明した．只JJち＂－ Glob.峰の出現或は消失はv
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Glob.の膳滅と問一条件に措くもの，即ち←Glob.含

有脂質のi曽滅に基~得るものと解される．聞も斯る際

のx-Glob.i峰の出現は，生理的であると，或はまた注

入脂肪に由来するとを問はず，体内貯萩niWh7'J五蓄積

脂肪が動員されて， aGlob.含有！！日質が増加すること

に由来するものと考えられるのである．

この様にαGlob.峰の変動H，脂肪代謝殊に動員脂

肪質と密接な関聯を有することが判明したが，今日向

<X-Li poproteinの含有する脂質に：；む、て，その物理化

学的性質η極く一部が判明しているに過；・－J，脂肪代
謝に於ける<X-Lipoproteinの有する立主主に）；心、ては，

伶今後の詳細な研宛に侯たなければならない．斯る方

面が明かにされることによって，初めて血液を介して

の脂肪代謝の．一環が，更に明白化：されることであろ

う．

2.体重の変動並に窒素平衝に就いて

標準食飼育時に於いて，脂肪乳剤を単独に，或は脂

肪乳剤と Methionineを混合し，或は叉葡萄糖と Me-

thionineを混合して，連日 3週間苦手注した場合わ体ヱ震

の変動を比較すると，何れも特にl曽加或は減少する傾

向を示さず，共等各群の間に何等有；監の差違が苛めら

れない．併し一方庇清蛋白｛象のとでは著しい差違が認

められ，脂肪乳剤と Methionine混合静百三群では， 脂

肪乳剤単独静注群で認められる脂肪蓄積の像は認めら

れず，又一方貯萩脂肪動員の像も認められない．ニの

開肪蓄積i象のないことは既に組織学的にも証明されて
いるものであって，注入脂肪が充分組織へ移行し，燃

焼されたものと解釈することが可能である．この様に

両者の聞に著明な相違が認められるにも拘らず，体重

の変動に有意の差違が認められない原因としては，成

熟家兎を栄養学的にみて充分と忠われる一日飼料で飼

育した点を考慮すべきであろう．幼若家兎を使用する

場合，或は飼料品；栄長学的にみても充分，叉は不均一

な場合とは白から条件が異るであろう．

減食飼育に際しては，併せて窒素平衡の測定合行っ

たか， So入脂肪がその鐘でカロリー源となにこれが

体蛋白の節約に資するものと仮定すると，前期3.0cc

宛，後期6.0ci:箔の脂肪乳剤によっ一二20日間に 4.3gの

排祉窒素量の節約となる筈で：；，；，：，.しかるにヨチ.j，，＇）代

謝は勿論斯る単純な像権：を営むものではなく，減食に

よる休蛋白の消ic，貯蔵間叫の動員向焼等の複雑id.~

，，~、点、治まれごL 、るしりでJ；）って， P'I こいノ＇，1J!'?iJJj,'>fUll ：こ

必要な何々の弾薬系並に蛋肉質にノド足するために，そ

れぞれ複雑な様相が示されたので九る．

第7章結論

我々の教室で作製した脂肪手L剤を家鹿の静脈内に注

入し，更に併せて Lipotropicsubstanceと云われる 2,

3薬品を併用して，その体内処理状態，副反応，その

他利用効果等に関して，蛋白代謝殊に.n'd管蛋白電気泳

耳目バ象2長び窒素平衡の面から検討した．

1. 脂肪乳剤を 1同静脈113に注入すると，早期に

Alb.+ x-Glob. （恐らく主として Alb.）のi曽加を示し，

二次的にトGlob.の増加を来たした．これは注入脂肪

が Alb. に結合する脂質から， fFに~－Glob. 含有脂質

へと 2段階の代謝過程を経るものと理解される．

2. 脂肪手L斉IJとMethionineの1回混合静注では，

~－Glob. の増加が早期に而も短期間認められ，注入問

肪の代謝i邑fU1・著しく促進された．

3. 脂肪乳剤を長期間反復静注すると，~－及び；－

Glob.の増加，並にそれに由来する総蛋白量の構加が

認められた．この際、の~－Glob. の増加は注入脂肪の代

謝処理不完全に基く止中山台店像を示し， y-Glob.の

増加は抗体産生に基くものではなく，寧ろ注入脂肪の，

網内系締抱に対する刺戟に決く副反応を示すものと理

解される．叉H七等の数値は家兎の注入脂肪処理状態を

表わす示標となり得る．

4. 脂肪乳剤と T¥kt11ionineを混合して長期間反復

静注ーすると，供Glob.の増加は一過性であり， rGlob. 

のi曽加は認められない．即ち Methionineを併用する

と，百三入脂肪の代謝処理が円滑化され，従って網内系細

胞に対する刺戟作用も防止されるもののようである．

5. 減食飼育に際し斗脂肪乳剤のみを長期間反復

]'(J刊すると，やはり F一及びγGlob.の場加を認め，体

烹＆cY窒素平衡の面よりみて注入脂肪の利用効果は挙

がらない．

6. 減食飼育に際して，脂肪乳剤と Methionineを

長期間混合静注すると，やはり R及びy-Glob.のi曽加

は防止され，主主主主平衡の面よりは体蛋白の節約作用が

官められる心、， f本軍の保持には左穏有効ではない．こ

れはMethionineの作用によってi1＇入阿肪，： l円滑に処理

主れるが， <X-Glob. 分灘｛象の出~l~，或は o:-Glob. の僧

量によって示される様に， Methionineの作用によって

過－1；；：：二rtfJfilH!'IMjの動員例町三：行われ，独りた入脂肪が

え、けに，，ロリ－a:llとして1州立利用されないことに基く

ものと思オ~）h·.J.
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7.減食飼育時とffifil.も，脂肪乳斉1Jは適量のMethionine

と共にRiboflavinを併用して混合静注すれば，各Glob.

のl曽加も ex-Glob.I峰の出現をも来さず，体蛋自の節約

と共に体重の保持に著しい効果が認められ＜J.これは

注入脂肪が円滑に処理されると共に，直ちにカロ 9-

源として，燃焼利用されることを物語るものでみら

う．又MethionineとRiboflavinとを併用すれば，比

叡的犬査の脱肪乳剤を家兎に注入しても，何当事障碍を

来たさずに，充か栄養学的効泉を発障することが判明

した．

B. ←Glob.峰の出現ば， ex-Glob.の趨加の所見と

共［二，一般に異化的方向への脂肪代謝が／じ進している

と解される場合に多く認められた所見であり，従って

場合によっては，斯る所見より脂肪代謝の斯る状態仕

推測することが可能で、ゐる．

本研究に当り， Ziselius'1語気！，f.'.fi1，淡泊’の使用に際、し

て終従i鈎l教示と御便宜を賜った’京大内科第3講座白iJ川

数段，並に同荒木助手に対して深甚の謝計、｛d事F1.

ft，］木研究：二H.文部省科学研究授の補助を受けた，記

して感謝の惑を表Jる．
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Splenosisは外傷性，i型破裂又は術問中 川主主まに牌破裂を偲米したIi与；ニ，ー〉じii寺日を経た後発生する疾患、

・c，箸昔；［土従Jミ
に組織学的な ！5~~を行つfこ結比！，次の機な結諭をf与Tこ．即ち ， 

(1) Spler.os'sと AccEsso1-yspleensとは組織学的に全〈相違したものである．

(2) Splenos:s は発見される償却j比較的少いが， ~）~際は比較的多い疾患の棟に思われる．
(3）外傷性稗破裂の場九引には叉摘牌中に誤.，.·~ /J'l/r~~裂そJn米した際トこは， Splenos'.s 発生の可能性’ r
があるから，予防的に充分腹腔内を毎年張氏塩水で洗燃して間く必要グあろ．

付） Splenosisによる伐泣！Ji）主席1れで・あるが， IL'fにこれカJ限1閉尽の原因ともなり得る．又/l',rl 性策痘の

ため柄WHl:j’＇d血行し， ll¥11'• :I＇／：何度の惚快をみたが，その後ト i止、1~os:s I＂’－~＇＂ー したがf二めl二， Jヨ｝ぴ／JIl古V↑．干＇IJ[
虚の危生を：.／~I:

－~~ 


